


３．差異の理由 

（１）2021 年 11 月期通期連結業績 

新型コロナウイルス変異株の感染拡大による４回目の緊急事態宣言の再発出を受け、福祉・介護事業

では施設利用のキャンセルの増加、新規事業所の立ち上がりの遅れにより利用者数が計画に対し減少

し、売上高が福祉事業で 1.7％の減少、介護事業で 2.4％の減少となりました。また、外食事業では居酒

屋店舗にて緊急事態宣言期間中は休業、まん延防止等重点措置期間及びリバウンド防止措置期間は時短

営業を行ったため、計画に対し売上高 15.3％の減少となり、予想数値を下回る結果となりました。 

営業利益につきましては、前記理由に加え、外食事業で休業・時短営業期間中も人件費を始めとした

固定費が継続して発生したため、予想数値を下回る結果となりました。 

経常利益につきましては、雇用調整助成金、感染防止協力金等の給付金を 241 百万円計上したため、

予想数値を上回る結果となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、所有していた不動産物件を３件売却し、固定資産

売却益を 31 百万円計上したため、予想数値を上回る結果となりました。 

 

（２）2021 年 11 月期通期個別業績 

連結業績予想の差異の理由と同様、福祉事業では施設利用のキャンセルの増加、新規事業所の立ち上

がりの遅れにより利用者数が計画に対し減少し、売上高 2.5％の減少となりました。また、外食事業では

居酒屋店舗にて緊急事態宣言期間中は休業、まん延防止等重点措置期間及びリバウンド防止措置期間は

時短営業を行ったため、計画に対し売上高 18.6％の減少となり、予想数値を下回る結果となりました。 

経常利益につきましては、雇用調整助成金、感染防止協力金等の給付金を 208 百万円計上したため、

予想数値より赤字幅が減少する結果となりました。 

当期純利益につきましては、所有していた不動産物件を３件売却し、固定資産売却益を 31 百万円計上

したため、予想数値より赤字幅が減少する結果となりました。 

 

以上 


